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右
の
★
印
の
番
組
を
視
聴
し
て
、
文
中
の
（ 

 
 

）
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

近
代
文
学
の
成
り
立
ち 

 

国
語
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
文
章
は
大
き
く
古
典
と
（
１
． 

 
 

 
 

 
 

）
に
分
け
ら
れ
る
。 

（
２
． 

 
 

 
 

 
 

）
時
代
ま
で
の
文
章
が
古
典
、
（
３
． 

 
 

 
 

 
 

）
時
代
か
ら
の
文
章 

が 

１ 

と
な
る
。
こ
こ
で
は 

１ 

を
、
近
代
文
学
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
な
お
し
て
み
る
。 

 

① 

近
代
文
学
は
ど
ん
な
言
葉
で
何
を
書
い
た
の
か 

 

 

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
日
本
の
近
代
化
に
向
け
た
政
策
の
課
題
の
一
つ
に
、
統
一

さ
れ
た
言
葉
、
今
で
い
う
（
４
． 

 
 

 
 

 
 

）
制
定
の
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
問
題
を
解
決
す
べ

く
新
し
い
文
体
を
作
り
出
す
中
で
（
５
．
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
）
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は 

言 げ
ん

・
・
・
（
６
． 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
と
文 ぶ

ん

・
・
・
（
７
． 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
の
ず
れ
を
な
く 

す
運
動
の
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
が
近
代
小
説
の
成
り
立
ち
に
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。 

 

坪
内
逍
遥
（
読
み
・
Ａ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
は
明
治
時
代
の
英
文
学
者
だ
が
、 

（
８
．
『 

 
 

 
 

 
 

 
 

』
）
と
い
う
作
品
で
小
説
理
論
を
発
表
す
る
。
坪
内
は
、
近
代
文
学
の
主

流
は
「
小
説
」
だ
と
し
、
「
小
説
」
と
は
等
身
大
の
人
間
が
実
際
に
生
き
て
い
る
現
実
を
そ
の
ま
ま
と
ら
え

よ
う
と
す
る
ジ
ャ
ン
ル
だ
と
説
い
た
。
た
と
え
ば
、「
頭
が
八
つ
あ
る
大
蛇
と
か
竜
な
ど
、
空
想
上
の
動
物

が
出
て
く
る
作
品
」
や
「
桃
か
ら
生
ま
れ
た
桃
太
郎
」
な
ど
、
現
実
的
で
は
な
い
も
の
は 

（
９
．
「 

 
 

 
 

 
 

」
）
で
あ
っ
て
小
説
で
は
な
い
。
ま
た
「
善
人
は
幸
せ
に
な
り
、
悪
人
は
最
後

に
は
滅
び
る
」
と
い
う
都
合
の
い
い
話
は
（
10
．
「 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

」
）
で
あ
っ
て
小
説
で
は
な

い
。
ま
た
、
小
説
の
課
題
は
（
11
． 

 
 

 
 

 
 

）
な
世
界
を
描
く
こ
と
だ
と
主
張
し
た
。
「
悪
人
は

な
か
な
か
滅
び
な
い
」
「
心
優
し
い
善
い
人
間
が
必
ず
幸
せ
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
い
う
、
現
実
の
厳

し
い
部
分
や
汚
い
部
分
を
含
め
て
（
12
． 

 
 

 
 

 
 

）
の
人
間
、
世
の
中
を
見
つ
め
て
描
く
の
が

小
説
で
あ
る
と
し
た
。 

放
送
視
聴 

後
期
課
題 

文
学
国
語
ｂ 

  

近
代
文
学
の
成
り
立
ち 

  

年次－組 

－ 

登録番号 

 

氏名 

 

評価 

 

合
格 

 

不
合
格 

https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110449_00000


 

他
に
も
坪
内
逍
遥
は
、
人
の
心
の
内
側
す
な
わ
ち
（
13
． 

 
 

 
 

 
 

）
を
描
く
の
が
小
説
だ
と

強
調
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
文
学
に
は
、
主
人
公
が
行
動
す
る
描
写
は
あ
っ
て
も
、
他
人
の
目
か
ら
は
見
え

な
い 
13 
は
描
い
て
こ
な
か
っ
た
。
坪
内
は
「
小
説
家
は
見
え
な
い
心
を
描
き
出
す 

（
14
． 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
だ
」
と
し
、
「
人
の
心
の
内
側
を
描
き
出
す
」
と
い
う
近
代
小
説
の
方
向

づ
け
が
定
ま
っ
た
。 

他
に
近
代
小
説
が
創
り
上
げ
た
も
の
に
、
他
人
か
ら
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
心
を
持
っ
た 

（
15
． 

 
 

 
 

 
 

）
が
あ
る
。
他
の
人
と
は
違
っ
て
い
る
、
ほ
か
な
ら
ぬ
私
、
他
と
取
り
替
え
ら

れ
な
い 

15 

と
い
う
人
間
像
が
意
識
さ
れ
始
め
る
。 

  

② 

明
治
期
の
小
説 

 

 

・
二
葉
亭
四
迷
（
読
み
・
Ｂ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

作
品
名 

（
16
．
『 

 
 

 
 

 
 

』
） 

そ
れ
ま
で
、
人
の
内
面
を
と
ら
え
る
文
体
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
な
か
で
、
主
人
公
の
内
面
を
緻
密

に
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
作
品
。（
17
． 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
で
描
か
れ
て
お
り
、
現
実
の

人
間
の
言
葉
に
寄
せ
た
文
体
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
他 

・
島
崎
藤
村 

（
読
み
・
Ｃ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

作
品
名 
（
18
．
『 

 
 

 
 

 
 

』
） 

・
田
山
花
袋 

（
読
み
・
Ｄ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

作
品
名 

（
19
．
『 

 
 

 
 

 
 

』
） 

い
ず
れ
も
、
人
に
は
言
え
な
い
（
20
． 

 
 

 
 

 
 

）
を
内
側
に
抱
え
て
い
る
人
間
を
描
写
し
て

お
り
、
「
人
に
言
え
な
い 

20 

を
告
白
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
明
治
期
の
小
説
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
。 

  

③ 

芥
川
龍
之
介
の
心
理
分
析
、
夏
目
漱
石
の
心
理
の
緻
密
化 

 

 

次
の
文
豪
二
人
は
、
明
治
以
降
の
等
身
大
の
人
間
の
姿
、
当
時
の
人
間
の
心
理
描
写
を
作
品
に
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
人
間
の
苦
し
み
は
詳
し
く
描
か
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

 

・
芥
川
龍
之
介 

（
読
み
・
Ｅ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

作
品
名 

（ 

『
羅
生
門
』 

） 

（
21
．
『 

 
 

 
 

 
 

 
 

』
） 

『
羅
生
門
』
で
は
、
主
人
公
の
（
22
． 

 
 

 
 

 
 

）
が
「
悪
い
こ
と
を
し
て
で
も
生
き
延
び
る

べ
き
か
、
悪
い
こ
と
は
や
は
り
し
て
は
い
け
な
い
の
か
」
と
悩
む
姿
を
描
き
、
心
理
を 

（
23
． 

 
 

 
 

 
 

）
し
て
描
写
し
て
い
る
。 

   



 
・
夏
目
漱
石 

（
読
み
・
Ｆ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

芥
川
の
作
品
（
24
．
『 

 
 

 
 

』
）
を

絶
賛
し
た
。 

 

文
学
国
語
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
（
25
．
『 

 
 

 
 

 
 

』
）
は
題
名
の
通
り
、
人
の

心
の
（
26
． 

 
 

 
 

 
 

）
し
た
部
分
や
、
他
人
を
疑
っ
て
し
ま
う
心
の
動
き
、
不
安
に
な
っ
て
い

く
心
の
動
き
を
文
章
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
漱
石
は
「
人
の
心
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
、「
相

手
が
本
当
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
、 

（
27
． 

 
 

 
 

 
 

）
と
い
う
人
間
像
を
描
い
た
。 

15 

が
生
ま
れ
た
と
同
時
に 

27 

と
い
う
「
自

分
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
人
間
」
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
、
近
代
的
な
現
象
で
あ
る
。
さ
ら
に
漱
石
は
、
「
自
分

に
と
っ
て
自
分
の
心
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
も
展
開
し
て
い
く
。 

   

ま
と
め 

 

（
空
欄
に
ふ
さ
わ
し
い
語
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
） 

 

文
学
史
を
た
ど
る
と
、
各
時
代
ご
と
に
新
た
な
人
間
像
が
生
ま
れ
出
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
平
安

時
代
に
は
（ 

 
 

）
が
文
学
の
主
人
公
で
あ
っ
た
も
の
が
、
中
世
に
な
る
と
（ 

 
 

）
が
主
人
公
と

し
て
登
場
す
る
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
な
る
と
（ 

 
 

）
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
近
代
に
は
、
一
人
ひ

と
り
異
な
る
内
面
を
持
っ
た
（ 

 
 

）
が
生
ま
れ
る
。 

 

〔 

語
群 

 
 

ア 

町
人 

 
 

 

イ 

王
朝
貴
族 

 
 

 

ウ 

武
士 

 
 

 

エ 

近
代
人 

 

〕 

   

番
組
を
視
聴
し
、
今
回
の
放
送
視
聴
課
題
を
終
え
て
学
ん
だ
こ
と
や
感
想
を
述
べ
な
さ
い
。 

（
必
ず
五
行
以
上
書
く
こ
と
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兵庫県立青雲高等学校 兵庫県神戸市長田区池田谷町 2丁目 5番地  

  電話 078－641－4200 

本校 2階の提出箱に出すとき 

１．太線内をすべて記入 

２．全てのプリントを重ね、ホッチ

キスで指定の 1ヵ所をとめる。 

３．①②の折り目の線を順番に折る。 

郵便で出すとき(上の 1,2に続けて作業) 

３．青雲高校のあて名が見えるように重ねる。 

４．ホッチキスで指定の 1ヵ所をとめる。 

５．15円分の切手をはる。(1ヵ所) 

その他の注意 
本校が休みの日やあいている日でも夕方 5時を過ぎて届いたとき→次にあく日の受付になります。 

①毎週火曜日と土曜日は本校は休みです。 

②祝祭日が火曜日やスクーリング、学校行事と重なったときは、他の日が振替休日になります。 

 

 

兵庫県教育委員会認可通信教育 

 

６５３－０８２１ 
  神戸市長田区池田谷町 2丁目 5 

    兵庫県立青雲高等学校 

          (電話 078－641－4200) 

文学国語 b（電子放送視聴）  

 

 レポート担当者 

              先生 

 

１５円分 

の切手を 

はる 
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                    様 

折り目① 

折り目② 

自
分
の
住
所
・
氏
名
を
記
入 

  長田局 

 料金後納 

  郵便 

ホッチキス(郵送のときだけ) 

① 


